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大本いろは

　
王
仁
三
郎
聖
師
の
教
え
に

　

親
し
め
る
よ
う
に

　

愛
善
歌
が
生
ま
れ
た
の
は
、
終
戦
後
の

昭
和
22
年
。
大
本
教
祖
の
一
人
で
あ
る
出

口
王
仁
三
郎
聖
師
（「
大
本
い
ろ
は
」
№

20
参
照
）
の
道
歌
集
『
愛
善
の
道
』（
現

在
の
『
大
本
の
道
』）
の
発
行
が
き
っ
か

け
で
す
。

　

王
仁
三
郎
聖
師
は
、
生
涯
10
万
首
を
は

る
か
に
超
え
る
短
歌
や
長
歌
を
作
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
神
さ
ま
の
お
力
や
大
本
の

み
教
え
に
つ
い
て
詠
ん
だ
歌
の
中
か
ら

５
０
０
首
を
紹
介
し
た
の
が
『
愛
善
の
道
』

で
す
。
こ
の
歌
集
の
発
行
に
あ
た
り
、
王

仁
三
郎
聖
師
の
お
歌
に
、
よ
り
多
く
の
人

が
親
し
め
る
よ
う
に
合
唱
曲
が
作
曲
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

愛
善
歌
の
作
曲
に
あ
た
っ
た
の
は
、
野の

村む
ら

芳よ
し

雄お

氏
（
１
９
１
４
〜
２
０
１
１
）。
野

村
氏
は
、
東
京
音
楽
学
校
（
現
・
東
京
芸

術
大
学
）
作
曲
専
科
を
修
了
後
、
同
志
社

中
学
校
で
音
楽
教
師
と
し
て
教
壇
に
た
っ

て
い
ま
し
た
。
愛
善
歌
の
話
が
持
ち
上

が
っ
た
こ
ろ
、
同
志
社
総
長
を
務
め
て
い

た
牧ま

き

野の

虎と
ら

次じ

氏
が
大
本
の
顧
問
に
就
任
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
野
村
氏
に
依
頼
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

愛善歌はインターネットで試聴できます
http://www.oomoto.or.jp/japanese/art/songs/index.html

愛善歌作曲にまつわるエピソード② 　野村氏は、依頼を受けてから２カ月
で６曲の愛善歌を完成させました。
　その当時のことを次のように記して
います。

　　『愛善の道』を頂いてから、あるときは
賀茂の河原で、あるときは糺

ただす

の森（京都
市賀茂御

み

祖
おや

神社）で吟
ぎんしょう

誦しました。また
深夜、自宅に帰り静かに思いをこらして
いると、突然天の一角から新しい曲想が
流れてくるのでした。
　　時は今天

あめつち

地ひらく神
かみ

代
よ

かも
　　　　　神の御

み

声
こえ

の鳴り鳴り止
や

まず
　「天の岩戸」の前に大神の顕

けんげん

現を祝って
舞い歌う神々の太鼓のリズム、手拍子、
足音のにぎやかさを感じながら、私は一
気に「黄金」を書き上げました。

神々の太鼓のリズムや
手拍子を感じながら…

　

こ
だ
ま
す
る
信
徒
の
歌
声

　

愛
善
歌
が
初
め
て
披
露
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
22
年
８
月
で
す
。

　

聖
地
・
天
恩
郷
で
野
村
氏
の
指
揮
の
も

と
、
聖
地
に
つ
と
め
る
青
年
職
員
や
近
隣

の
青
年
信
徒
ら
に
よ
っ
て
、
完
成
し
た
６

曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
合
唱
が
始
ま
る

と
、
全
国
か
ら
参
集
し
た
信
徒
が
、
楽
譜

を
手
に
し
た
信
徒
を
囲
ん
で
次
々
に
歌
い

始
め
、
愛
善
歌
の
美
し
い
歌
声
が
苑
内
に

こ
だ
ま
し
、
歓
喜
に
満
ち
ま
し
た
。

　

愛
善
歌
は
、
こ
れ
ま
で
に
55
曲
（
う
ち

50
曲
が
野
村
氏
作
曲
）
が
発
表
さ
れ
、
中

に
は
結
婚
式
や
葬
祭
用
の
曲
も
あ
り
ま
す
。

愛
善
歌
作
曲
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
①

作
曲
者
が
感
じ
た

王
仁
三
郎
聖
師
の
言
霊
力

　
王
仁
三
郎
聖
師
の
短
歌
を
読
ん

だ
野
村
氏
は
、
神
さ
ま
の
愛
に
満

ち
た
御
心
を
詠
ま
れ
た
言
葉
に
心

を
打
た
れ
ま
し
た
。
野
村
氏
は
キ

リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

聖
書
の
言
葉
を
引
用
し
て
感
動
を

語
っ
て
い
ま
す
。

 「
ヨ
ハ
ネ
伝
福
音
書
」
に
は
、

〝
初
め
に
言
こ
と
ば
あ
り
、
言
は
神
と
と

も
に
あ
り
、
言
は
神
な
り
き
、
万

物
こ
れ
に
よ
り
て
成
り
、
こ
れ

に
生
命
あ
り
〞

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
聖
書
に
あ
る
よ
う
に
、
神
の
力

に
よ
っ
て
王
仁
三
郎
聖
師
の
言

葉
が
生
ま
れ
、
そ
の
霊
力
の
宿
っ

た
〝
言こ
と
た
ま霊
〞
に
よ
っ
て
、
曲
が

生
ま
れ
た
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

生
ま
れ
た
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。


